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今月の

夜になると虫たちの声がして秋の気配を感じます
ね。今日はいろいろな声が出てくる本を紹介します。
『近所の虫の飼い方２　～スズムシ・バッタ・カ
マキリほか～』この本は虫の飼
い方や観察の仕方が書かれたシ
リーズの第4巻目で多くの鳴く
虫が載っています。面白いのは
コオロギで、鳴き方で感情を表
すといわれ場面により鳴き方が
違うそうです。飼育箱に雄１匹
で入れた時、雄雌一緒に入れた
時、雄同士にした時でそれぞれ
鳴き声が違うのです。また、スズムシは前足に耳が
あることや、声を出すしくみも書かれています。こ
の本を読んで皆さんも虫を探して、鳴き声に耳を澄
ませてみてはいかがでしょうか？
さて次は、なき声はなき声でも「誰かの不思議な
泣き声」が聞こえてきた話です。『秘密の花園』の
主人公のメリーはイギリスの10歳の女の子。父親
の仕事で、両親と共にインドで暮らしており気難し
くわがままに育っていました。ある時流行りの病で

両親が亡くなり一人ぼっちに
なってしまい、イギリスのおじ
さんの家に預けられることに
なりました。メリーはそこで、
10年間誰も入ったことのない
庭があるのを見つけました。使
用人の弟のデイッコンと親し
くなり、その庭を秘密の花園
と名付け、２人は誰にも内緒
で庭を蘇らせようと考えます。

そんな中、夜中に不思議な泣き声が聞こえてきまし
た。この声は前にも聞こえたことがあり、気になっ
たメリーはついにその声がする部屋を探し出しまし

た。この声の正体が、庭の秘密にも関係していたの
です。一体誰の声なのか。そして、メリーたちは庭
を花園に蘇らせることができるのでしょうか。
次は不思議な声を聞くことができる力を持った人

の話。『どろぼうのどろぼん』に出てくるどろぼん
はこれまで1000回以上どろぼう
をしているけれど、一度も捕まら
ず警察に追いかけられたことすら
ありませんでした。なぜなら、ど
ろぼんが盗み出していたのは持ち
主に忘れ去られた物だけだから。
彼には物の声が聞こえるのですが、
それは「持ち主に忘れられてし
まった物、なくなっても気が付か
ない物、自分はなくなった方がいいと思っている物」
の声だけ。どろぼんはそんな物たちの苦しい声を聞
いて、救い出していたのです。ところが、ある雨の
日にどろぼんは警察に自分はどろぼうだと話しまし
た。あるものを盗んだことが原因のようです。どう
いうことなのか、ぜひ読んでみてください。
どろぼんのようにモノの声を聞く能力はなくても、

「声なきものたち」の声が私たちにも聞こえてくる
写真絵本を紹介します。『さがしています』この絵
本は広島平和記念資料館に所蔵されている遺品を語
り部として、原爆で亡くなった人たちがその直前ま

でどんなことをしていて、どんな
ふうに生きていたのかを伝えてく
れます。この声なき語り部たちの
声をくみ取って言葉にしてくれた
のはアメリカ人の詩人アーサー・
ビナードさんです。この声に耳を
傾けて、私たちと同じように毎日
を懸命に生きていた人々のことを
感じてみてください。
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この声が聞こえますか？
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